
節分とは、「季節を分ける」という意味で、各季節が始まる前日

を指します。特に立春は 1年のはじまりとして重要視され、 

今では、立春の前日を節分と呼んでいます。 

昔から、季節の変わり目は悪い気が入りやすいと言われ、その

悪い気を「鬼」にたとえ、福を取り込む行事として定着しました。 
 

福豆 鰯 恵方巻 

「魔の目を射る」、 

「魔を滅する」という 

意味で炒った豆を 

まき、病気知らずの 

1年を過ごせるように

年の数だけ食べる。 

鬼は焼いた鰯の匂いを

嫌うという言い伝えが

ある。また、鰯の頭を

柊の小枝に刺して飾る

と鬼を追い払うとされ

ている。 

七福神にちなみ、恵方巻に

は7種類の具材を入れると

よいとされている。その年

の恵方を向いて、丸ごと 

1本を無言で食べると願い

が叶うという言い伝えが 

ある。 


